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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第72期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第73期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第72期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

売上高 (百万円) 1,978 2,763 11,905

経常利益又は
経常損失(△)

(百万円) △137 103 △588

四半期純利益又は
四半期(当期)純損失
(△)

(百万円) △111 99 △1,587

純資産額 (百万円) 27,414 24,445 23,898

総資産額 (百万円) 35,342 31,453 29,803

１株当たり純資産額 (円) 1,136.08 986.88 964.83

1株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期
(当期)純損失(△)

(円) △4.66 4.07 △65.50

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 76.6 76.7 79.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,864 230 △2,553

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 63 534 △383

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △193 △117 △67

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 10,323 6,231 5,584

従業員数 (名) 269 286 271

(注)１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、第72期第１四半期及び第72期については、１株当たり四半期

(当期)純損失であり、また潜在株式が存在せず、第73期第１四半期については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容にお

いて、重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 286

(注)　従業員数は就業人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 252

(注)　従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであ

ります。

　

事業の種類別
セグメントの名称

前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

期中生産実績 期中生産実績

数量(屯) 金額(百万円) 数量(屯) 金額(百万円)

鋼構造物
製造事業

 橋梁 2,731 1,628 3,512 2,156

 鉄骨 871 203 5,020 972

計 3,602 1,831 8,532 3,129

 その他の事業 ― 74 ― 60

合計 3,602 1,905 8,532 3,189

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　生産実績金額は当期発生原価によっております。

３　不動産賃貸事業につきましては、生産活動がないため、生産実績の記載をしておりません。

４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

第１四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであ

ります。

　

事業の種類別
セグメント
の名称

前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

受注高 受注残高 受注高 受注残高

数量(屯)
金額
(百万円)

数量(屯)
金額
(百万円)

数量(屯)
金額
(百万円)

数量(屯)
金額
(百万円)

鋼構造物
製造事業

橋梁 ― 53 18,31311,1261,506 963 15,5539,682

鉄骨 114 17 13,8443,416 575 150 3,218 880

計 114 71 32,15714,5432,0821,11418,77110,562

その他の事業 ― 92 ― ― ― 69 ― ―

合計 114 163 32,15714,5432,0821,18418,77110,562

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　不動産賃貸事業につきましては、受注活動がないため、受注実績の記載をしておりません。

３　上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであ

ります。

　

事業の種類別
セグメントの名称

前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

期中販売実績 期中販売実績

数量(屯) 金額(百万円) 数量(屯) 金額(百万円)

鋼構造物
製造事業

 橋梁 2,461 1,758 2,351 1,550

 鉄骨 68 13 3,773 1,021

計 2,530 1,771 6,124 2,572

 不動産賃貸事業 ― 114 ― 121

 その他の事業 ― 92 ― 69

合計 2,530 1,978 6,124 2,763

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

３　主な相手先別の販売実績及び販売実績に対する割合は次の通りであります。

　

前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

相手先
金額
(百万円)

割合(％) 相手先
金額
(百万円)

割合(％)

国土交通省 695 35.1中部電力㈱ 1,001 36.2

中日本高速道路㈱ 414 21.0国土交通省 915 33.1

名古屋高速道路公社 367 18.6名古屋高速道路公社 201 7.3

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、株式市場や生産において一部回復の兆しは見え始

めているものの、昨年来の世界的な金融危機の影響により、企業収益の大幅減少、設備投資の抑制、雇用情

勢の悪化及び個人消費の低迷など、依然として厳しい状況で推移いたしました。

鋼構造物製造事業におきましては、工事進行基準適用工事の進捗が順調に推移したことに加え、不採算

工事の割合も減少しましたが、販売費及び一般管理費を吸収するまでに至らず、完成工事高25億7千万円

(前年同期比45.2％増)、営業損失5百万円(前年同期は2億3千万円の営業損失)となりました。

不動産賃貸事業につきましては、業界不況の影響を受けつつあるなか、損益面では、既存物件が比較的

安定した収支を維持したため、売上高1億2千万円(前年同期比5.9％増)、営業利益6千万円(前年同期比

4.7％増)となりました。

上記の要因により、当第１四半期連結会計期間における連結損益は、その他の事業を含めまして、完成

工事高27億6千万円(前年同期比39.7％増)、営業利益6百万円(前年同期は2億4千万円の営業損失)、経常利

益1億円(前年同期は1億3千万円の経常損失)、四半期純利益9千万円(前年同期は1億1千万円の四半期純損

失)となりました。

(注) 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の財政状態つきましては、総資産は314億5千万円(前連結会計年度末比16

億4千万円増・5.5％増)となりました。流動資産は、工事代金の回収により受取手形・完成工事未収入金

等が減少しましたが、現金預金、未成工事支出金の増加により147億6千万円(前連結会計年度末比7億3千

万円増・5.2％増)、固定資産は、株式市場の回復に伴う投資有価証券の増加等により166億8千万円(前連

結会計年度末比9億1千万円増・5.8％増)となりました。

負債は70億円(前連結会計年度末比11億円増・18.7％増)となりました。流動負債は、未成工事受入金な

どの増加により41億5千万円(前連結会計年度末比7億円増・20.6％増)、固定負債は、時価評価による繰延

税金負債の増加などにより28億5千万円(前連結会計年度末比3億9千万円増・16.0％増)となりました。

純資産は、利益剰余金の減少はありましたが、その他有価証券評価差額金が増加したことにより244億4

千万円(前連結会計年度末比5億4千万円増・2.3％増)となりました。この結果、自己資本比率は76.7％と

なりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りでありま

す。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果は、2億3千万円の資金収入となり、前年同期比では16億3千万円(87.6％)の収入減少

となりました。これは税金等調整前四半期純利益や未成工事受入金の増加等により資金収入となった

ものの、前年同期に比べ売上債権の回収が減少したことなどにより大幅な収入減少となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果は、5億3千万円の資金収入となり、前年同期比では4億7千万円(736.7％)の収入増加

となりました。これは定期預金の払戻による収入に伴う資金の増加が主な要因であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果は、1億1千万円の資金支出となり、前年同期比で7千万円(39.2％)の支出減少となり

ました。これは前年同期に比べ配当金の支払額が減少したことが主な要因であります。

(現金及び現金同等物)

上記の要因により、現金及び現金同等物四半期末残高は62億3千万円となり、前年同期末比で40億9千

万円(39.6％)の資金減少となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当社グループは、橋梁および鉄骨を中心とした鋼構造物製造事業に関する保有技術を基礎として、生産

合理化や急速な事業環境の変化に対応する新技術の研究開発に取り組んでいます。特に橋梁事業につき

ましては、総合評価方式入札や将来の保全への投資増加に対応する研究開発に注力しています。当第１四

半期連結会計期間における研究開発費は3百万円であります。

なお、研究開発活動の状況につきましては、重要な変更等はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 71,751,000

計 71,751,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,976,00026,976,000

東京証券取引所
(市場第二部)
名古屋証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 26,976,00026,976,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年６月30日 ― 26,976 ― 1,361 ― 389

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、シティグループ・グローバル・マーケッツ・フィナンシャル・プロ

ダクトから平成21年６月22日付で関東財務局長に提出された当社株式に係る大量保有報告書の変更報告

書により平成21年６月15日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として

当第１四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができておりません。

なお、大量保有報告書の変更報告書の内容は以下のとおりであります。

　

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
(千株)

株券等保有割合
(％)

シティグループ・グローバル
・マーケッツ・フィナンシャ
ル・プロダクト

アメリカ合衆国デラウェア州ウィルミント
ン市オレンジストリート１２０９、コーポ
レーショントラストセンター

2,257 8.37
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   2,060,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  24,600,00024,600 ―

単元未満株式 普通株式　   316,000 ― ―

発行済株式総数           26,976,000― ―

総株主の議決権 ― 24,600 ―

(注) １「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式814株が含まれております。

２「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、名義人以外からの株券喪失登録のあった株式1,000株(議決権

１個)、「単元未満株式」欄の普通株式には240株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
瀧上工業株式会社

東京都中央区湊一丁目
９番９号

2,060,000― 2,060,0007.63

計 ― 2,060,000― 2,060,0007.63

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月 　５月 　６月

最高(円) 217 217 247

最低(円) 195 200 215

(注)　東京証券取引所(市場第二部)における市場相場を記載しております。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づき、同規則及び「建設業法施行規則」

(昭和24年建設省令第14号)に準じて作成しております。

なお、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)は、改正前の四半期連結

財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当

第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表

規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成21年４月

１日から平成21年６月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日

まで)に係る四半期連結財務諸表について、五十鈴監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 6,231 6,084

受取手形・完成工事未収入金等 5,505 5,676

有価証券 1,000 1,001

商品及び製品 44 44

未成工事支出金 ※２
 1,690

※２
 1,010

材料貯蔵品 60 63

その他 235 153

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 14,767 14,033

固定資産

有形固定資産 ※１
 5,019

※１
 5,110

無形固定資産

ソフトウエア 17 19

その他 18 19

無形固定資産合計 35 38

投資その他の資産

投資有価証券 10,929 9,920

その他 702 703

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 11,630 10,621

固定資産合計 16,685 15,770

資産合計 31,453 29,803

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 2,055 2,037

未成工事受入金 1,542 695

未払法人税等 1 4

工事損失引当金 ※２
 263

※２
 353

引当金 70 112

その他 220 242

流動負債合計 4,155 3,445

固定負債

退職給付引当金 593 598

引当金 115 113

繰延税金負債 1,966 1,567

その他 178 180

固定負債合計 2,853 2,460

負債合計 7,008 5,905
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,361 1,361

資本剰余金 389 389

利益剰余金 20,980 21,030

自己株式 △1,424 △1,424

株主資本合計 21,306 21,356

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,823 2,235

評価・換算差額等合計 2,823 2,235

少数株主持分 315 306

純資産合計 24,445 23,898

負債純資産合計 31,453 29,803
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年６月30日)

完成工事高 1,978 2,763

完成工事原価 1,979 2,543

完成工事総利益又は完成工事総損失（△） △1 219

販売費及び一般管理費 ※１
 238

※１
 213

営業利益又は営業損失（△） △240 6

営業外収益

受取利息 24 12

受取配当金 72 59

持分法による投資利益 － 7

その他 11 22

営業外収益合計 108 101

営業外費用

持分法による投資損失 2 －

自己株式の取得に関する付随費用 1 1

その他 2 3

営業外費用合計 5 4

経常利益又は経常損失（△） △137 103

特別利益

固定資産売却益 29 0

その他 － 0

特別利益合計 29 0

特別損失

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 0 －

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△109 104

法人税、住民税及び事業税 3 △3

法人税等調整額 2 0

法人税等合計 5 △3

少数株主利益又は少数株主損失（△） △4 8

四半期純利益又は四半期純損失（△） △111 99
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△109 104

減価償却費 107 107

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） △52 △41

工事損失引当金の増減額（△は減少） △56 △89

退職給付引当金の増減額（△は減少） △18 △5

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △45 1

受取利息及び受取配当金 △96 △71

持分法による投資損益（△は益） 2 △7

自己株式の取得に関する付随費用 1 1

固定資産売却損益（△は益） △29 △0

固定資産除却損 0 －

投資有価証券評価損益（△は益） 0 △11

売上債権の増減額（△は増加） 2,409 170

たな卸資産の増減額（△は増加） 17 △676

仕入債務の増減額（△は減少） △299 18

未成工事受入金の増減額（△は減少） 177 846

未払消費税等の増減額（△は減少） △41 △70

その他 △89 △47

小計 1,879 229

法人税等の支払額 △15 1

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,864 230

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 500

利息及び配当金の受取額 97 49

有形固定資産の売却による収入 29 0

有形固定資産の取得による支出 △52 △13

投資有価証券の取得による支出 △7 △1

その他 △3 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー 63 534

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △2 △1

配当金の支払額 △191 △115

財務活動によるキャッシュ・フロー △193 △117

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,735 647

現金及び現金同等物の期首残高 8,588 5,584

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 10,323

※１
 6,231
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【継続企業の前提に関する注記】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

１　会計処理基準に関する事項の変更 収益及び費用の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工期１年以上、

請負金額５億円以上、かつ出来高進捗率20％以上の工事については

工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用して

おりましたが、「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準委員会

　平成19年12月27日　企業会計基準第15号)及び「工事契約に関する

会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会　平成19年12月27日　企

業会計基準適用指針第18号)を当第１四半期連結会計期間より適用

し、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第１四半

期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められ

る工事については工事進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例

法)を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。

これにより、完成工事高は135百万円増加し、営業利益、経常利益及

び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ9百万円増加しております。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しておりま

す。

　

　
【簡便な会計処理】

　

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

１　棚卸資産の評価方法 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸

を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法

により算定する方法によっております。

また、棚卸資産の簿価切下げについては、収益性の低下が明らかな棚

卸資産についてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法に

よっております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法 固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算

に基づく年間償却予定額を期間按分する方法によっております。

３　法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定については、加味する加減算項目や税額

控除項目を重要なものに限定する方法によっております。

繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以

降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に大幅な変動がないと認

められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予想や

タックス・プランニングを利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　9,128百万円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額　　9,030百万円

※２　損失が見込まれる工事契約に係るたな卸資産と工

事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示しており

ます。

損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資

産のうち、工事損失引当金に対応する額は43百万円

(未成工事支出金43百万円)であります。

──────

 

偶発債務

当社は、先般の鋼橋上部工事の入札談合に関して、平

成20年６月に国土交通省並びに東日本高速道路株式会

社、中日本高速道路株式会社、西日本高速道路株式会社

及び独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構よ

り損害賠償の請求を受けております。

当社といたしましては、当該請求内容を慎重に精査し

た結果、当社受注物件に対応する損害賠償請求のうち、

一部の支払いを留保したうえで、損害賠償金の支払いを

いたしました。

なお、当社は、中日本高速道路株式会社及び独立行政

法人日本高速道路保有・債務返済機構より、留保分及び

支払いに応じない事業会社の連帯債務の損害賠償を求

めて東京高等裁判所に提訴されておりますが、現在係争

中であります。

偶発債務

当社は、先般の鋼橋上部工事の入札談合に関して、平

成20年６月に国土交通省並びに東日本高速道路株式会

社、中日本高速道路株式会社、西日本高速道路株式会社

及び独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構よ

り損害賠償の請求を受けております。

当社といたしましては、当該請求内容を慎重に精査し

た結果、当社受注物件に対応する損害賠償請求のうち、

一部の支払いを留保したうえで、損害賠償金の支払いを

いたしました。

なお、中日本高速道路株式会社及び独立行政法人日本

高速道路保有・債務返済機構は、当社に対して、留保分

及び支払いに応じない事業会社の連帯債務の損害賠償

を求めて東京高等裁判所に提訴しました。

　

(四半期連結損益計算書関係)

　　　第１四半期連結累計期間

　
前第１四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)
当第１四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次の通りであります。

給料賃金 83百万円

従業員賞与引当金繰入額 5百万円

退職給付費用 2百万円

役員退職慰労引当金繰入額 4百万円

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次の通りであります。

給料賃金 77百万円

従業員賞与引当金繰入額 4百万円

退職給付費用 3百万円

役員退職慰労引当金繰入額 3百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金預金 10,323百万円
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金預金 6,231百万円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　

至　平成21年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 26,976,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,525,012

　

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　
　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 149 6.00平成21年３月31日 平成21年６月29日

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　

該当事項はありません。

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

　
鋼構造物
製造事業
(百万円)

不動産
賃貸事業
(百万円)

その他の
事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,771 114 92 1,978 ― 1,978

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― 12 12 (12) ―

計 1,771 114 104 1,990 (12) 1,978

営業利益又は営業損失(△) △231 63 △11 △179 (60) △240

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な製品

鋼構造物製造事業 橋梁、鉄骨、その他鉄構物

不動産賃貸事業 不動産賃貸並びに管理業務

その他の事業 鋲螺釘類

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　

　
鋼構造物
製造事業
(百万円)

不動産
賃貸事業
(百万円)

その他の
事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

2,572 121 69 2,763 ― 2,763

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― 124 124 (124) ―

計 2,572 121 193 2,887 (124) 2,763

営業利益又は営業損失(△) △5 66 △0 59 (52) 6

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な製品

鋼構造物製造事業 橋梁、鉄骨、その他鉄構物

不動産賃貸事業 不動産賃貸並びに管理業務

その他の事業 鋲螺釘類

３　収益及び費用の計上基準の変更

　　　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載の通り、「工事契約に関する会計基

準」(企業会計基準委員会　平成19年12月27日　企業会計基準第15号)及び「工事契約に関する会計基準の適用

指針」(企業会計基準委員会　平成19年12月27日　企業会計基準適用指針第18号)を当第１四半期連結会計期間

より適用しております。これにより、鋼構造物製造事業において完成工事高は135百万円増加し、営業損失は9

百万円減少しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

　

(有価証券関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)

時価のあるその他有価証券が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、当該

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が

見られます。

区分 取得原価(百万円)
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

差額(百万円)

①株式 1,681 6,546 4,865

②債券・国債 2,151 2,052 △98

計 3,832 8,599 4,766

　

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループの行っておりますデリバティブ取引は、企業集団の事業の運営において、重要なもので

はありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

986円88銭 964円83銭

　

(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 24,445 23,898

普通株式に係る純資産額(百万円) 24,130 23,592

差額の主な内訳(百万円) 　 　

　少数株主持分 315 306

普通株式の発行済株式数(株) 26,976,000 26,976,000

普通株式の自己株式数(株) 2,525,012 2,523,992

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数 (株)

24,450,988 24,452,008

　

２　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純損失(△) △4.66円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在
しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益 4.07円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注) １株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失(△)(百万円)

△111 99

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳(百万円)　 　

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失(△)(百万円)

△111 99

普通株式の期中平均株式数(株) 23,845,463 24,451,453
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

当社は、先般の鋼橋上部工事の入札談合に関して、平成20年６月に国土交通省並びに東日本高速道

路株式会社、中日本高速道路株式会社、西日本高速道路株式会社及び独立行政法人日本高速道路保有

・債務返済機構より損害賠償の請求を受けております。

当社といたしましては、当該請求内容を慎重に精査した結果、当社受注物件に対応する損害賠償請

求のうち、一部の支払いを留保したうえで、損害賠償金の支払いをいたしました。

なお、当社は、中日本高速道路株式会社及び独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構より、

留保分及び支払いに応じない事業会社の連帯債務の損害賠償を求めて東京高等裁判所に提訴されて

おりますが、現在係争中であります。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月９日

瀧上工業株式会社

取締役会　御中

　

五十鈴監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　名　 倉　 真　知　子　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　  出    進    也　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている瀧上

工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平

成20年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、瀧上工業株式会社及び連結子会社の平成20年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

「経理の状況」その他に記載のとおり、会社は平成20年６月に鋼橋上部工事の入札談合に関して国土交通

省等から損害賠償の請求を受けている。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年８月10日

瀧上工業株式会社

取締役会　御中

　

五十鈴監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　名　 倉　 真　知　子　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　  出    進    也　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている瀧上

工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平

成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、瀧上工業株式会社及び連結子会社の平成21年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

１．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載のとおり、会社は当第1四半

期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」を

適用している。

２．注記事項(四半期連結貸借対照表関係)偶発債務に記載されているとおり、会社は鋼橋上部工事の入札

談合に関して中日本高速道路株式会社等から損害賠償請求訴訟を提起されている。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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